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研究成果の概要（和文）：　本研究では、関東地方を中心に、「音声」「語」「文」「談話」の各言語単位を含めた、
研究・非研究を問わず、様々な手法によって収集された方言資料について、データベースを作成し、複数の異なる資料
を横断的に検索するための考え方と技法を検討した。そして横断的検索を行って、言語地図を作成するツールを作成し
た。
　資料横断的な研究をすることで、これまで言及されてこなかった言語事象の地理的分布の発見や、方言形成の理論的
考察に貢献することができた。

研究成果の概要（英文）： In this study, we created the database of dialect materials collected by various 
methods (including the non-research purposes) and various language unit (sounds, words, sentences, 
discourse etc.) mainly in the Kanto and Tohoku region.
 We considered the idea and techniques of search method for different types of dialect materials and 
developed software to create dialect maps by the search of the dialect materials.
 Study by different types of dialect materials contributed to discovery of geographic distribution of the 
new linguistic phenomenon and the theoretical considerations of dialect formation.

研究分野：方言学
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１．研究開始当初の背景 
 
方言分布の研究は、現代日本語の成立を考
える上でも重要な研究である。特に関東方言
は共通語の基盤方言であるにもかかわらず、
記録は他地域よりも危機的状況にある。資料
が限られる中、分布調査以外の多様な方言資
料を利用することが考えられる。このため、
資料を個別に解釈するのではなく、多様な資
料を網羅的に収集・整理し、それらを統一
的・総合的に扱った研究が必要である。 
「方言データベース」には、様々な言語単
位（音声・語・文・談話など）の調査資料が
あるが、このほかにも昔話・民話集や方言集
といった非研究目的の資料があり、近年重要
性が指摘されている。 
複合的に資料を利用するためには、方言資
料の推定年代や推定地域など、資料性を担保
するための研究方法の確立が必要である。技
術の発達により、既存資料の電子化自体は急
速に進展している。しかし資料横断的な活用
は想定されていないため、分析方法について
の言語学的見地を踏まえた検討が必要とさ
れている。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、主に関東地方で収集され
てきた様々な種類の方言資料を横断的に分
析し、従来言及されてこなかった新しい方言
分布を発見すること、新たな地域差の分析を
もとに関東地方における方言分布の再検討
を行い、日本語の方言分布の形成過程や、共
通語化の過程について解明することの２点
である。 
具体的には、(1)関東地方とその周辺地域
における方言資料のデータベースの作成、
(2)異なる言語単位（音声、語、文、談話な
ど）間の資料横断的な分析方法の検討と分析
ツールの開発・公開、(3)データベースと分
析ツールを利用した言語事象の新たな地域
差の発見と分析、の３点を遂行する。 
精度や目的の異なる資料を統合して扱う
ことによって、これまで分析されてこなかっ
た多くの方言分布からの言語動態の研究を
目指す。 
 
３．研究の方法 
 
 研究方法は、以下の順に遂行する。 
第一に、関東地方とその周辺地域における
方言資料のデータベースを作成する。全国規
模の資料など、関東地方を含む広域調査資料
も対象とするほか、他地域での応用も視野に
関東地方以外からも地域を選びデータベー
ス化を行う。「音声」「語単位」「文単位」「談
話」の言語単位ごとに、研究・非研究目的の
資料について総目録を作成する。調査の背景
や、資料の性質などの情報など、可能な限り
電子化作業を行う。 

第二に、複数の異なる資料を横断的に検索
するための考え方と技法を、上記の研究・非
研究目的の資料ついて検討する。検討は音声
表記の統合方法、談話の区切りの単位などの
言語的側面や、非研究目的の資料の研究利用
方法などの資料的側面、データ書式の違いな
どの技術的側面から行う。検討結果をふまえ
てコンピュータ用の検索・地図化ツールを開
発し公開する。 
最後に、これまで言及されてこなかった言
語事象の地理的分布をもとに、再度、関東方
言の位置づけや地域間の関係について明ら
かにする。また資料には年代差があるため、
言語変化の新たな発見や、関東方言と共通語
の関係の解明についても分析する。 
 
４．研究成果 
 
(1)方言資料に関する総目録の作成とデータ
ベース化 
 関東地方とその周辺地域における方言資
料については、吉田・三樹編(2014)を継続し
て文献の拡充を行い、同時にデータ画像の収
集も実施した。今後も継続予定である。 
 関東以外の地域の資料については、特に戦
前期の岩手県における方言集データを収集
して、データベース化を実施した（発表⑩）。
このほか、埼玉県、群馬県、栃木県の方言集
について方言辞典を中心に電子化を行った
ほか、東京都の方言辞典については文字デー
タを入手して、データベース化を行った。 
 全国資料については、国立国語研究所で未
公開であった「全国方言文法の対比的研究」
の調査資料について電子化作業を進め、ほぼ
完了した。今後公開に向けた整備を行う予定
である。また、『日本言語地図(LAJ)』『方言
文法全国地図(GAJ)』の略図画像を収集して
データベース化を行ったほか、GAJ と GAJ の
準備調査、『方言の形成過程解明のための全
国方言(FPJD)』のデータに関しては、データ
の対照を行うための項目横断検索ツールを
開発した（図１）。 
 

図１・GAJ 項目横断検索例 
 
(2)データベースの利用方法の検討ならびに



利用ツールの開発と公開 
 首都圏における分析を行う上で、必要な用
語整理と概念に関して考察を行った（論文
⑦・論文⑪）。つづいてデータの横断的分析
の必要性ついて考えるため、データの種類ご
とに検討を行った。 
言語地理学的データに関しては、データベ
ースの整備に必要な要素についての研究（発
表⑥）を行った。 
談話データに関しては、検索方法に関する
研究発表（発表⑦）を行ったほか、国立国語
研究所の『全国方言談話データベース 日本
のふるさとことば集成』のデータの検索ツー
ル作成も行った。 
方言集データに関しては、前述の岩手県方
言の方言集データをもとに、音声表記の整理
データを作成し、横断検索によって、方言集
データから言語地図を作成するデモンスト
レーションも行った（発表①）。 
 
(3)新たな言語事象の地域差の発見と分析 
 横断的研究による新規事象の発見につい
ては、前述の方言集データの地図作製システ
ムを活用した竹田晃子(2016)（発表①の研究
発表会）において、学術的研究データで網羅
できなかった調査データが方言集によって
補完される事例を示した（図２）。 
 

 

 
図２・方言集横断検索例 

 

 新規事象の調査に関しては、継続して研究
している電子メールを用いた調査システム
（論文⑩）や、全国規模のアンケート調査（論
文⑨）によって、首都圏や大都市圏における
方言分布の構造について考察をおこなった
（発表③）。 
 また、WEB 調査による全国 19 万人調査デー
タを利用した数量的分析(論文②）によって、
方言調査における大規模アンケートの有用
性についても論じた。 
 このほか、現代の方言調査とは異なる、明
治期の方言調査資料の意義について、国語調
査委員会資料を用いた研究を行い（論文⑤）、
方言調査比較の重要性について論じた。 
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